
２

目
次

３

国
見
町
応
援
団
ツ
ア
ー

４

福
島
の
桃
の
Ｐ
Ｒ

５

中
尊
寺
ハ
ス

６

交
通
安
全

９

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

12

復
興
の
あ
し
お
と

14

笑
顔
の
ひ
ろ
ば

15

ま
ち
の
サ
ー
ク
ル
（
国
見
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

小
さ
な
天
才
た
ち　

国
見
小
学
校　

３
年
生　

16

ま
ち
の
わ
だ
い

18

保
健
だ
よ
り

20

く
ら
し
の
情
報

22

生
涯
学
習
つ
う
し
ん

24

カ
レ
ン
ダ
ー

目　

次

～今月の表紙～

旧羽州街道小坂峠（所在地：国見町大字鳥取字峠下地内）

　今月の表紙は「中尊寺ハス」

です。今年は雨降りの日が多く、

なかなか撮影ができなくて・・・。

やっと撮影できた１枚です。み

なさん、ぜひ「中尊寺ハス」を

見に来てください。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』

　
　
　
　
　
　
　

№
３

宮城県白石市との境に位置する小坂峠 ( 標高 441 ｍ )。戦国時代には伊達政宗の夫人「愛
めご

姫」が輿入れの際に越え、江戸
時代には羽州諸藩の参勤交代や御城米 ( 幕府直轄米 ) の輸送に用いられた重要な峠でした。現在は、「産

さんさか

坂」と呼ばれる
峠道と幕末につくられた慶応新道が残り、当時の険しい峠越えを伺うことが出来ます。

くにみまちの
魅力をアピール

ようこそお越しくださいました

　

国
見
町
応
援
団
ツ
ア
ー
事
業
は
、
首
都
圏
に

住
む
消
費
者
を
町
に
招
き
、
国
見
町
の
夏
を
丸

ご
と
体
験
し
な
が
ら
、
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
実

感
す
る
こ
と
で
、
友
人
や
知
人
に
口
コ
ミ
で
発

信
し
、
町
の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
の
歓
迎
式
で
は
、
参
加
者
に
は
国

見
町
公
認
の
「
国
見
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
認
定
証

を
、
応
援
団
の
代
表
・
演
歌
歌
手
の
北
川
大
介

さ
ん
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
団
長
の
委
嘱
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
中
尊
寺
蓮
育
成
会
代
表
の
氏
家

博
昭
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
中
尊
寺
ハ
ス

を
見
学
し
た
後
、
商
店
街
を
散
策
。
夕
方
は
国

見
町
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
囲

み
な
が
ら
、
農
業
・
商
工
業
に
携
わ
る
女
性
や

青
年
農
業
者
と
懇
談
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
は
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
団
長
の

北
川
大
介
さ
ん
と
モ
モ
狩
り
を
体
験
。
今
が
旬

の
あ
か
つ
き
を
試
食
し
な
が
ら
、
青
年
農
業
者

の
モ
モ
作
り
の
苦
労
話
や
こ
だ
わ
り
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

国
見
町

応
援
団
ツ
ア
ー

　

参
加
者
の
永
井
知
子
さ
ん
は
「
初
め
て
国
見

町
を
訪
ね
て
、
自
然
の
豊
か
さ
、
人
の
温
か
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
訪
問
し
て
み

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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